
　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入

４
０
０
億
６
０
０
万
円
、
歳
出
３
７
９

億
５
，１
０
０
万
円
と
な
り
、
各
種
復

旧
・
復
興
事
業
の
進
ち
ょ
く
が
図
ら
れ

た
こ
と
で
、
建
設
事
業
の
決
算
額
は
過

去
最
大
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
20
億
５
，

５
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
、
翌
年
度

に
繰
り
越
す
事
業
の
財
源
と
な
る
分
を

除
く
と
、
８
億
８
０
０
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

一
般
会
計

　

市
の
会
計
は
、一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

各
会
計
の
平
成
28
年
度
の
決
算
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
概
要
報
告

決
算
概
要
報
告

平
成
28
年
度

　

平
成
28
年
度
決
算
は
、「
復
興
・
創

生
の
年
」
と
し
て
、
復
旧
・
復
興
事
業

が
大
き
く
進
展
し
た
も
の
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
型
復
興
予
算
の
災
害
公
営
住
宅
整

備
事
業
は
、
市
内
の
災
害
公
営
住
宅
が

す
べ
て
完
成
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
住
環
境
整
備
が
大
き
く
進
展
し
ま
し

た
。

　

新
魚
市
場
整
備
事
業
で
は
、
新
魚
市

場
が
今
年
10
月
に
全
面
供
用
開
始
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の

対
象
年
齢(

中
学
３
年
生
ま
で)

拡
大
や
、

塩
竈
水
産
品
I
C
T
化
事
業
に
よ
る
流

通
の
効
率
化
・
販
路
拡
大
を
図
る
取
り

組
み
の
実
施
、
義
務
教
育
９
年
間
の
学

び
の
連
続
性
を
重
視
し
た
、
小
中
一
貫

教
育
推
進
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

酒
え
も
ん

復
旧
・
復
興
事
業
の
大
き
な
進
展

歳
入―

　

歳
入
決
算
額
は
、
４
０
０
億
６
０
０

万
円
で
前
年
度
よ
り
77
億
４
，６
０
０

万
円
の
減
で
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
の

進
ち
ょ
く
に
よ
る
も
の
で
、
国
県
支
出

金
が
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
の
減

な
ど
に
よ
り
59
億
４
０
０
万
円
、
地
方

交
付
税
が
震
災
復
興
特
別
交
付
金
の
減

な
ど
に
よ
り
73
億
１
，９
０
０
万
円
で

し
た
。

　

一
方
、
市
税
で
は
震
災
減
免
の
一
部

終
了
な
ど
に
よ
り
、
４
億
７
，２
０
０

万
円
増
の
58
億
８
０
０
万
円
で
し
た
。

　

し
か
し
、
市
税
は
未
だ
震
災
前
の
水

準
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
国
庫
支
出
金

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼

る
状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
市
税
を

は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歳
出―

　

歳
出
決
算
額
は
、
３
７
９
億
５
，１

０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り
55
億
８
，５

０
０
万
円
の
減
で
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
全
戸
完
成
を
迎
え
た

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
が
、
72
億
３
，

２
０
０
万
円
増
の
82
億
５
，６
０
０
万

円
で
し
た
。

　

一
方
、
歳
入
と
連
動
し
て
東
日
本
大

震
災
復
興
交
付
金
基
金
積
立
金
が
、
23

億
９
，９
０
０
万
円
減
の
11
億
６
，２
０

０
万
円
、
10
月
に
全
面
供
用
開
始
を
迎

え
た
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
整

備
事
業
が
25
億
８
，９
０
０
万
円
減
の

14
億
１
，６
０
０
万
円
で
し
た
。

400億600万円
前年比77億4,600万円（16.2％）減歳入379億5,100万円

前年比55億8,500万円（12.8％）減歳出
一般会計の決算

自主財源
［市　税］市民税や固定資産税など市に収められた税金
［諸収入］貸付金の返済など
［繰入金］東日本大震災復興交付金基金からの繰入など
［繰越金］前年度からの繰越金
［そのほか］使用料や手数料など
依存財源
［国県支出金］国・県が必要と認めた事業に対し配分されるお金
［地方交付税］人口や税収などに応じて国から配分されるお金
［市　債］施設を造るときなどに借りるお金
［そのほか］国から交付される贈与税など

［土木費］住宅施設や道路整備などの経費
［民生費］高齢者福祉や子育て支援、生活保護など福祉事

業の経費
［総務費］市税、行革など行政の総合的な運営にかかる経費
［農林水産業費］農業や水産業振興などの経費
［公債費］借りたお金や利子の返済の経費
［教育費］学校教育や生涯学習の経費
［災害復旧費］道路や漁港などの復旧の経費
［そのほか］防災、商工振興、保健などの経費

国県支出金
59億400万円（14.8%）
国県支出金
59億400万円（14.8%）

地方交付税
73億1,900万円
　　　（18.3%）

地方交付税
73億1,900万円
　　　（18.3%）

市債
24億3,400万円
　　　　（6.1%）

市債
24億3,400万円
　　　　（6.1%）　　　　そのほか

11億3,400万円（2.8%）
そのほか
11億3,400万円（2.8%）

そのほか
6億1,400万円（1.5%）
そのほか
6億1,400万円（1.5%）

諸収入
10億7,800万円（2.7%）
諸収入
10億7,800万円（2.7%）

市税
58億800万円（14.5%）
市税
58億800万円（14.5%）

繰越金
31億5,100万円（7.9%）
繰越金
31億5,100万円（7.9%）

繰入金
125億6,200万円（31.4%）
繰入金
125億6,200万円（31.4%）

土木費
149億3,100万円
           （39.3%）

土木費
149億3,100万円
           （39.3%）

民生費
74億1,000万円（19.5%）
民生費
74億1,000万円（19.5%）

総務費
38億9,100万円
（10.3%）

総務費
38億9,100万円
（10.3%）

教育費
16億3,900万円（4.3%）
教育費
16億3,900万円（4.3%）

公債費
25億1,200万円（6.6%）
公債費
25億1,200万円（6.6%）

そのほか
35億6,200万円（9.4%）
そのほか
35億6,200万円（9.4%）

災害復旧費
6億6,500万円（1.8%）
災害復旧費
6億6,500万円（1.8%）

農林水産業費
33億4,100万円（8.8%）
農林水産業費
33億4,100万円（8.8%）

歳出

特 集

歳入
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一
般
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
財
政
係
☎
３
５
５
ー
５
８
１
４

　
以
前
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

の
話
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
、
地
方
交
付
税
を
調

べ
て
た
ん
だ
け
ど
、
ほ
か
に
も
種

類
が
あ
る
ん
だ
ね
。

 

そ
う
な
の
。
昨
年
度
は
地
方
交

付
税
の
決
算
額
の
う
ち
震
災
復
興

特
別
交
付
税
が
半
分
以
上
を
占
め

て
い
た
か
ら
あ
ま
り
目
に
つ
か
な

か
っ
た
け
ど
、
ほ
か
に
も
普
通
交

付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
る
の
よ
。

 

普
通
交
付
税
は
自
治
体
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
差
が
出
な
い
よ
う
財

政
力
に
応
じ
て
配
ら
れ
る
も
の
、

特
別
交
付
税
は
自
治
体
ご
と
の
特

別
な
事
情
を
考
慮
し
て
配
ら
れ
る

も
の
だ
よ
ね
。

 

そ
う
よ
。
塩
竈
市
で
配
ら
れ
る

特
別
交
付
税
の
中
に
は
、
台
風
や

大
雪
な
ど
の
災
害
に
対
し
て
配
ら

れ
る
も
の
も
あ
る
の
。

 

そ
う
な
ん
だ
。
国
か
ら
の
補
助

金
以
外
に
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
仕
組
み
が
あ
る
ん
だ
ね
。

塩
子
と
釜
男
も
気
に
な
る

　  「
地
方
交
付
税
」の
は
な
し

平成28年度の主な事業
社会保障・税番号制度導入費
公共施設総合管理計画策定事業

年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業
子ども医療費助成事業

高度衛生管理型荷さばき所整備事業
水産業共同利用施設復興整備事業(補完施設)
新浜地区漁業集落防災機能強化事業

災害公営住宅整備事業
港町地区津波復興拠点整備事業
北浜地区区画整理関連道路整備事業

小学校長寿命化改良事業
小中学校施設整備事業

漁港・道路などの災害復旧工事

割増商品券事業
塩竈水産品ICT化事業
みなと塩竈・ゆめ博開催事業

3,200万円
2,100万円

2億3,600万円
1億4,800万円

14億1,600万円
5億4,700万円
3億7,900万円

82億5,600万円
4億8,300万円
1億9,800万円

1億7,300万円
5,000万円

6億6,500万円

4,500万円
3,800万円
2,000万円

総　務　費

民　生　費

農林水産業費

土　木　費

教　育　費

災害復旧費

そ の ほ か

▲清水沢東地区災害公営住宅(1・2号棟)

釜
男

釜
男

塩
子

釜
男

塩
子

※1：財政健全化計画を立て、自主的な改善努力が必要となる基準
※2：財政再生計画を立て、国の関与を受け確実な再生が必要となる基準

黒字

黒字

10.5%

28.8%

黒字

黒字

11.0%

18.4%

13.05%

18.05%

25%

350%

20%

30%

35%

なし

実質赤字比率 (一般会計などの赤字を示す指標)

連結実質赤字比率 (全会計の赤字を示す指標)

実質公債費比率 (借入金の返済費用の割合を示す指標)

将来負担比率 (一般会計などが将来負担すべき負債の割合を示す指標)

健全化判断比率 28年度 27年度 早期健全化基準 ※1 財政再生基準 ※2

財政の健全化に関する指標
　４指標とも早期健全化基準以下でした。「実質公債費比率」は、地方債発行の抑制による公債費の減少な
どにより数値が改善しました。また、「将来負担比率」は、特別会計への繰入見込額の増加で上昇しました。

▲昨年10月に開催された「みなと塩竈ゆめ博」

総務費
70,798円

そのほか
(衛生費
   商工費など)

  64,812円

民生費
134,828円

農林水産業費
60,791円

土木費
271,675円

教育費
29,822円

災害復旧費
12,100円

公債費
45,707円
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特 集
　

昨
年
度
に
続
き
、
10
会
計
す
べ
て
が
収
支

均
衡
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、
復
興
事
業
の

進
ち
ょ
く
な
ど
で
、
前
年
度
よ
り
45
億
１
，９

０
０
万
円
減
の
61
億
３
，６
０
０
万
円
で
し
た
。

　

今
後
も
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
り
、

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

特
別
会
計
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
財
政
係
☎
３
５
５
ー
５
８
１
４

特
別
会
計

特
別
会
計

交通事業
国民健康保険事業
魚市場事業
下水道事業
漁業集落排水事業
公共用地先行取得事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
北浜地区復興土地区画整理事業
藤倉地区復興土地区画整理事業
　　　合　計

1億7,800万円
73億7,500万円
2億8,000万円

119億1,200万円
5,400万円

1億4,300万円
51億2,000万円
6億7,800万円
3億9,500万円
1億7,900万円

263億1,400万円

5,700万円
4億5,400万円
4,500万円

42億100万円
3,900万円

1億4,300万円
7億2,400万円
1億6,700万円
1億4,300万円
1億6,300万円
61億3,600万円

1億7,800万円
71億8,800万円
　2億8,000万円
97億4,600万円

2,600万円
1億4,300万円
51億1,500万円
6億7,300万円
2億6,100万円
9,700万円

237億700万円

事　　業 歳入決算額 歳出決算額歳入のうち一般
会計からの繰入金

ま
ぐ
介

▲耐震化した配水管への敷設替工事

水
道
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

水
道
部
業
務
課
経
理
係
☎
３
６
４
ー
１
４
１
５

水
道
会
計

水
道
会
計

健
全
経
営
の
確
保

収
益
的
収
支（
税
抜
）※

１　

　

収
入
は
15
億
６
，７
５
１
万
円
、
支
出
は

13
億
４
４
５
万
円
で
、
２
億
６
，３
０
６
万

円
の
黒
字
が
生
じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
支（
税
込
）※

２　

　

収
入
は
５
億
５
，７
３
９
万
円
、
支
出
は

11
億
６
，８
０
９
万
円
で
、
６
億
１
，０
７
０

万
円
の
資
金
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
留
保

資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

利
益
剰
余
金　

　

平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
利
益
剰
余
金
が

17
億
9
5
2
万
円
で
し
た
。

災
害
に
強
い
水
道
の
整
備

　

水
道
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
と
し
て
、

平
成
27
年
度
の
繰
越
事
業
で
寒
風
沢
、
桂
島

地
区
の
２
路
線（
延
長
１
，０
２
２・５
㍍
）、

平
成
28
年
度
事
業
で
貞
山
通
二
、
三
丁
目
地

区
の
１
路
線（
延
長
９
１
４・
８
㍍
）の
配
水

管
敷
設
替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
な
給
水
を
図
る
た
め
の

第
６
次
配
水
管
整
備
事
業
と
し
て
、
栄
町
、

月
見
ケ
丘
地
区（
延
長
２
５
５・
３
㍍
）の
配

水
管
敷
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
管
路
の
耐
震
化
を
図
り
、
災
害

に
強
い
水
道
管
路
の
構
築
を
図
る
老
朽
管
更

新
事
業
と
し
て
、
本
町
、
新
富
町
、
桜
ケ
丘
、

牛
生
町
、
芦
畔
町
、
笠
神
地
区
の
６
路
線

（
延
長
１
，１
８
５・０
㍍
）の
配
水
管
敷
設
替

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

排
水
処
理
施
設
更
新
事
業
と
し
て
、
梅

の
宮
浄
水
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
処
理
す

る
た
め
、
排
水
処
理
施
設
を
２
カ
年（
平

成
28
〜
29
年
度
）で
更
新
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
加
圧
式
脱
水
機
の
製

作
や
汚
泥
貯
留
槽
流
入
ゲ
ー
ト
据
え
付
け

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
計
装
類
更
新
事
業
と
し
て
、

梅
の
宮
浄
水
場
お
よ
び
各
配
水
池
の
電
気

計
装
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事
の
詳
細

設
計
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
活
環
境
を
支
え
る
水
道
の
安

定
供
給
の
た
め
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
や

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
に
努
め
ま
す
。

シ
オ
ン
ち
ゃ
ん

排
水
処
理
施
設
の
更
新

補てん財源
61,070

その他 3,277 国庫補助金など
17,922

企業債
34,540

災害復旧事業費
20,363

老朽管更新
事業費
17,352

第6次配水管
整備事業費
5,068

水道改良費
2,052 企業債

償還金
39,138

（単位：万円）

収入計
55,739

支出計
116,809

排水処理施設改良
事業費  32,836

水道料金
137,539

そのほか
19,212

減価償却
費など
30,566

維持管理費
24,285

人件費 22,170

そのほか
33,443

（単位：万円）

当年度純利益
26,306

収入計
156,751

支出計
130,445

受水費
19,981

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

水
道
水
を
作
り
、
給
水
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
と
財
源

水
道
施
設
の
建
設
や
水
道
管
な
ど
の
更
新
に

必
要
な
経
費
と
財
源

※

２

※

１
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病
院
会
計
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
病
院
業
務
課
経
理
係
☎
３
６
４
ー
５
５
２
１

収益的･資本的収支　前年度比較 決
算
概
要

収
益
的
収
支（
税
抜
）表
①　

　

収
入
総
額
29
億
１
，８
６
０
万
円
、
支
出

総
額
29
億
７
，７
２
２
万
円
で
、
28
年
度
損

益
は
５
，８
６
２
万
の
純
損
失
で
し
た
。

資
本
的
収
支（
税
込
）表
②　

　

収
入
総
額
２
億
２
，０
３
９
万
円
、
支
出

総
額
２
億
７
，３
６
６
万
円
で
、
不
足
額
５
，

３
２
７
万
円
、
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。 病

院
会
計

病
院
会
計

資本的収支 (設備投資) （単位 ： 万円）

22,039

3,409

18,630

0
27,366
19,294
5,922

2,150

△5,327

総収入 Ａ 
   一般会計からの
   負担金・補助金
   企業債・
　長期借入金
   国県補助金など
総支出 Ｂ 
   建設改良費
   企業債償還金
   長期借入金
　償還金
差　引 
Ａ－Ｂ

10,549

7,919

2,530

100
32,407
3,117
25,640

3,650

△21,858

△11,490

△4,510

16,100

△100
△5,041
16,177
△19,718

△1,500

16,531

28年度 27年度 前年差
収益的収支 (事業運営費)

総収益 ① 

   医業収益

   医業外収益

   特別利益

総費用 ② 

   医業費用

   医業外費用

   特別損失

当年度純利益
 　　 ①－②

310,240

250,901

33,483

25,856

296,037

288,484

7,518

35

14,203

△18,380

4,736

2,740

△25,856

1,685

242

852

591

△20,065

27年度
291,860

255,637

36,223

0

297,722

288,726

8,370

626

△5,862

28年度 前年差
（単位 ： 万円）

藻
し
お
姫

新
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み

　
「
塩
竈
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン(

平
成
28

〜
32
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画)

」
を
策
定

し
、
当
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、

医
療
機
能
に
係
る
目
標（※

１
）と
経
営
の
効

率
化（※

２
）の
達
成
を
目
指
し
、
収
入
確
保

と
費
用
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
新
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
で

あ
る
経
常
収
支
黒
字
化
は
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
た
な
不
良
債
務
の
発
生
は
防

げ
ま
し
た
。

主
な
収
入
確
保
の
取
り
組
み

・
他
院
か
ら
の
転
入
院
の
受
け
入
れ

・
患
者
満
足
度
調
査
の
実
施

・
外
来
採
血
開
始
時
間
繰
り
上
げ
に
よ
る
外

来
待
ち
時
間
の
短
縮

主
な
費
用
削
減
の
取
り
組
み

・
後
発
薬
品
導
入
に
よ
る
薬
品
費
の
削
減

・
診
療
材
料
な
ど
の
検
討
組
織
立
ち
上
げ
に

よ
る
診
療
材
料
費
な
ど
の
削
減

信
頼
さ
れ
、地
域
が
求
め
る
病
院
と
し
て

誠
意
を
尽
く
し
、貢
献
し
ま
す

　

地
域
医
療
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
急
性
期

医
療
、
回
復
期
医
療
、
慢
性
期
医
療
、
在
宅

医
療
の
す
べ
て
に
対
応
し
、
塩
釜
地
区
唯
一

の
公
立
病
院
と
し
て
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

①「
救
急
指
定
病
院
」、「
塩
釜
地
区
休
日
急
患

診
療
担
当
二
次
病
院
」と
し
て
、
24
時
間
、

良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

②「
在
宅
療
養
支
援
病
院
」と
し
て
、
24
時
間

体
制
の
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

看
取
り
に
も
対
応
し
ま
す
。

③
定
期
的
に
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
医

師
お
よ
び
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
病
気
に
関

す
る
身
近
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

医
療
機
器
整
備
と
施
設
改
良
事
業

　

診
療
の
効
率
化
を
図
る
た
め
医
療
機
器
を

整
備
し
た
ほ
か
、
快
適
な
療
養
環
境
の
提
供

の
た
め
、
施
設
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

医
療
機
器
整
備

　

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
心
電
図

計
、
耳
鼻
科
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
・
イ
ン
ピ
ー

ダ
ン
ス
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
な
ど
の
更
新
、
電

動
ベ
ッ
ド
の
整
備

施
設
改
良

　

外
来
棟
ト
イ
レ
の
改
良
工
事
、
中
央
材
料

室
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更

新
事
業

「公開セミナー」
生活習慣病など、さま
ざまなテーマで、セミ
ナーを開催

※2  経営の効率化に係る各種数値目標の達成状況 ※1  医療機能に係る各種数値目標の達成状況

１  救急患者受入件数（件/年）
２  手術件数（件/年）
３  うち全身麻酔件数（件/年）
４  内視鏡検査件数（件/年）
５  内視鏡治療件数（件/年）
６  ＣＴ検査件数（件/年）
７  ＭＲＩ検査件数（件/年）
８  在宅復帰率（％）
９  訪問診療件数（件/年）
10 訪問看護件数（件/年）
11 訪問リハビリ件数（件/年）

救急患者の受入

急性期病棟
の維持

在宅復帰支援

在宅医療の
充実

急性期医療

回復期医療

在宅医療

1,044
283
178
3,003
266
3,362
1,379
88.0 
1,562
2,570
2,927

1,000
240
150
2,800
240
3,240
1,500
80.0 
1,600
2,600
3,000

828
288
188
2,810
272
3,225
1,169
90.4 
1,820
2,776
3,132

△172
48
38
10
32
△15
△331
10.4
220
176
132

82.8 
120.0 
125.3 
100.4 
113.3 
99.5 
77.9 
113.0 
113.8 
106.8 
104.4 

医療機能 果たすべき役割 項　　目 H27 目標 Ｈ28 目標差 達成率
（%）

１  病床利用率
２  １日当たりの入院患者数
　　　　　　　　　　（人/日）
３  入院患者１人１日当たり
　  の入院診療単価（円）
４  １日当たりの外来患者数
　　　　　　　　（人/日）
５  外来患者１人１日当たり
　  の外来診療単価（円）
６  紹介患者数（人/年）

７  人間ドック件数（件/年）

８  脳ドック件数（件/年）

９  健康診断件数（件/年）

86.6

139.4

29,663

247.4

12,564

1,279

2,443

219

4,227

93.9

151.3

29,105

276.3

10,800

1,500

2,400

150

4,300

86.1

138.6

29,820

235.7

12,790

1,456

2,665

215

4,188

△7.8

△12.7

715

△40.6

1,990

△44

265

65

△112

91.7

91.6

102.5

85.3

118.4

97.1

111.0

143.3

97.4

項　　目 H27 目標 Ｈ28 目標差 達成率
（%）

収
益
確
保

表①表②
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